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Lewis (1992, 1997) によると，罪悪感は自分の
行いの評価や他者からの評価により生じる自己意
識的感情の 1つであり (石川 (2010) からの引用 )，






This study examined the relationship between guilt and subjective adjustment to school in 6th-grade 
elementary school students. A total of 253 students (140 male and 113 female) completed a questionnaire 
that measured their subjective adjustment to school using the Adjustment Scale for School Environment II 
and guilt using the Rosenzweig picture-frustration P-F study. The students’ guilt feelings were categorized 
into three types: extraggression, imaggression, and intraggression. Children showing extraggression 
tended to adjust to school while children showing intraggression did not show this tendency. Therefore, 
the present study suggests that subjective school adjustment will be enhanced by providing an environment 
that encourages students to be assertive instead of turning aggression inwards, leading to negative internal 
experiences such as guilt. Education focusing on promoting students’ assertiveness is also important 
for successful school adjustment. In this trial, extraggression seems to reflect assertiveness rather than 
aggression, and intraggression seems to indicate weakness of ego, but validity will need to be confirmed in 
the future. 
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る (有光，2006; Baumeister, Still well, & Heatherton, 









































































(ego-blocking situation) と超自我阻害場面 (super-



































 (a)   他責，自責，無責は関連を示す学校適応感
に違いがある。





(平均年齢11.2歳，SD = 0.36) が質問紙に回答し，
有効回答数は253名 (平均年齢11.2歳，SD = 0.37) 
であった。そのうち男児は 140名 (平均年齢 11.2
歳，SD = 0.38)，女児は 113名 (平均年齢 11.1歳，












ディ (Rosenzweig Picture-Frustration Study) 児童版 
(林，1969) のうちの超自我阻害場面 (super ego-




小泉 (1995) による教育環境適応尺度Ⅱ (Adjust-
ment Scale for School Environment II，略してASE 
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認されている (小泉 (1995) より引用 )。また，信
頼性に関しては，α係数は小学生で .75，中学生
































の基準を参考に，スコア不能 (U) の反応数が 3つ
までのものを有効なデータとした。
得点はスコアリングした結果の，アグレッショ
ンの方向 (他責，自責，無責 ) ごとの合計数であ
り，評定不可 (U) は 0点として得点化した。
3学校の計 8クラスから男女 2人ずつ，計 32
人をランダムに選出し，自身を含む評定者 2名の
スコアリングについて一致率を計算した。計算方










者全員の平均値 (標準偏差 ) はそれぞれ 2.80 











行った。その結果，他責 (t (251) = 2.21, p < .05) と
自責 (t (251) = 2.35, p < .05) で有意な性差が見ら







項　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
第Ⅰ因子：学校不満 (α =.73) 
10． 先生のいっていることは，まちがっていると思うことがありますか。 0.787 0.316 –0.069
11． クラスのひとについて，「いやだ」，「気に入らない」と思うことがありますか。 0.700 –0.076 0.068
13． 私の学校には，気に入らないことがいっぱいあると感じることがありますか。 0.588 –0.108 0.014
12． 先生は，自分たちの気もちをわかろうとしていると感じることがありますか。 –0.491 –0.054 0.202
7． 先生とは，できるだけしゃべりたくないと思うことがありますか。 0.484 0.053 –0.022
第Ⅱ因子：級友関係 (正 ) (α =.75) 
15． クラスの人と話していて，楽しいと感じることがありますか。 0.132 0.741 0.048
17． クラスのなかには，いい友だちがいっぱいいてよかったと思うことがありますか。 –0.014 0.657 0.189
3． クラスの人といっしょに遊んだり，電話で話したりすることがありますか。 0.191 0.529 0.046
6． クラスの人と，あまり話したくないと思うことがありますか。 0.376 –0.509 0.138
14． 自分はクラスの人からあまりよく思われていないと感じることがありますか。 0.325 –0.476 0.100
第Ⅲ因子：学習意欲 (α =.70) 
1． 学校での勉強が楽しいと感じるときがありますか。 –0.142 0.030 0.677
16． テストのための勉強をしっかりやっていくことがありますか。 0.040 0.103 0.628
9． いっしょうけんめい勉強することがありますか。 –0.001 0.012 0.584
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ　　 1 –0.58 –0.34
Ⅱ　　 –0.58 1 0.38







Table 2　 P-Fスタディ (超自我阻害場面 ) の他責・
自責・無責得点の平均値と標準偏差
 注 ) (  ) の中は標準偏差注）（ ）の中は標準偏差
他責 自責 無責
男性 3.00 (1.62) 3.82 (1.40) 1.08 (0.71)
女性 2.56 (1.50) 4.22 (1.30) 1.15 (0.72)
全体 2.80 (1.58) 4.00 (1.37) 1.11 (0.71)
最大値 8.00 7.00 2.50
最小値 0.00 0.00 0.00
Table 3　 学校適応感の下位尺度得点の平均値と標
準偏差
 注 ) (  ) の中は標準偏差）（ ）の中は標準偏差
学校不満 級友関係（正）学習意欲
男性 3.14 (0.61) 1.52 (0.51) 1.69 (0.60)
女性 3.15 (0.63) 1.59 (0.52) 1.63 (0.56)
全体 3.15 (0.62) 1.55 (0.52) 1.66 (0.58)
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定を行った。その結果，学校不満 (t (242) = 0.06, 
ns)，級友関係 (正) (t (248) = 1.10, ns)，学習意欲 (t 




































Table 4　P-Fスタディの各得点と教育環境適応感尺度Ⅱの下位尺度得点間の相関 (男児 ) 
自責 無責 学校不満 級友関係 (正 ) 学習意欲
他責 –.870** –.50 –.16 .18*  .22**
自責  .07 .15 –.19*  –.31**
無責 .02 –.01 .07
学校不満  –.52**  –.28**
級友関係 (正 )  .32**
注 ) *p < .05,   **p < .01
Table 5　P-Fスタディの各得点と教育環境適応感尺度Ⅱの下位尺度得点間の相関 (女児 ) 
自責 無責 学校不満 級友関係 (正 ) 学習意欲
他責 –.86**  –.48** –.20* –.31 .14
自責 .02 .10 .02 –.11
無責 .19 .04 –.06
学校不満  –.50**  –.39**
級友関係 (正 )  .43**





































































きる能力」と定義されている (江口・浜口 (2015) 
















































































































& Kochans-ka (1990) によると，罪悪感の喚起によ
る向社会行動は，共感主導 (empathy guided: 他者
への責任感など ) の場合促進され，恐怖駆動 (fear 
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